
 

令和８年 10 月１日 

気象庁大気海洋部  

配信資料に関するお知らせ 

～ラジオゾンデによる高層気象観測の弾力的運用の実施について～ 

 

  

 気象庁は、国内のラジオゾンデによる高層気象観測について、顕著現象が予

測される場合等に臨時観測によって観測体制を強化し、そうではない時に観測

回数を抑える、「高層気象観測の弾力的運用」を開始します。 

先行して、令和５年度からは自動放球装置（ＡＢＬ）による観測地点におい

て、大雨災害が多くなる時期（５月～10月）に線状降水帯や台風等の予測精度

向上を目的とした臨時観測を実施する観測体制の強化を進めています。 

今年度からは、大雨災害が少ない時期（11月～４月）に計画的に観測休止を

実施しますので、下記のとおりお知らせします。 

ただし、観測休止を予定している地点であっても、当該地点での観測が防災

上必要と判断した場合には、休止を取り止めて観測を実施します。 

 

記 

 

１．観測休止の実施対象地点 

   釧路、輪島、館野、八丈島、松江、潮岬、福岡、鹿児島、 

名瀬、石垣島、南大東島 

※いずれも自動放球装置（ＡＢＬ）による観測地点。 

 

２．観測休止の実施内容 

 １回の観測時刻当たり、実施対象地点のうち２地点を観測休止する。 

 

３．観測休止の実施期間 

   毎年 11月１日から翌年４月 30日まで。 

 

４．観測休止の実施予定日時 

    令和８年 11月から令和９年４月の実施計画は別紙のとおり。 

    これ以降の実施計画は、毎年 10月頃にお知らせする。 

 

 

                問い合わせ先： 

気象庁大気海洋部観測整備計画課 

                  電話 03-6758-3900  内線 4304 



 

別 紙 

 

令和８年 11月から令和９年４月の間における観測休止の実施予定日時 

 

 

※１ １回の観測時刻あたり、自動放球装置(ABL)による観測地点のうち２地点で観測休止を実施します。14 日間で１サイクルとしています。 

※２ 防災上、高層気象観測の実施が必要と判断した場合は、休止を取り止めて観測を実施します。 

※３ 観測休止による欠測時には、機器障害等による欠測時と同様に（一財）気象業務支援センター宛ての「地上高層実況気象報に関する連絡

報」にてお知らせします。 


